
【プロジェクト名】 

Global Brew ～英語で創るコミュニケーションの場～ 

 

【プロジェクトの概要】 

〇プロジェクトを考えるに至った経緯，プロジェクトの狙い 

人と人がよい関係を築くために最も重要な要素の一つは、コミュニケーションであると考えて

いる。私の考えるコミュニケーションとは、心を豊かにするものである。人と話した結果、自分

が新しいことを知って知識欲を満たしたり、笑うことでストレスを発散したりすることが出来る。

またさらに、コミュニケーションの相手が笑顔になれば、自分もポジティブな感情を持つことも

できる。コミュニケーションを取ることで、私たちは他人の感情や価値観、自分とは違う文化を

知ることが出来る。 

インターネットが発達して、私たちは LINE や Instagram を使って友達とコミュニケーション

を取るようになった。さらに、オンライン上では世界中の知らない人とも簡単にコミュニケーシ

ョンを取ることができる。一方で、対面でコミュニケーションを行う機会は少なくなってきてい

る。オンライン上では情報を文字通りに理解することはできるが、背景やニュアンスなどを理解

することが難しい。一方、その背景やニュアンスは、実際に人と対面することで経験として得ら

れることがある。例えば私の経験でいうと、言語アプリを使って外国人数人と話していた時は、

グループのホストが参加者１人１人に話を振らなければ会話が弾まなかった。多分、顔が見えて

いないことやミュートにすることで、自分は参加していない、または参加してはいけないという

感覚に陥っていたのではないだろうか。しかし、大阪の英会話カフェに参加したときは何人もの

人が積極的に自分の意見を言い合っていて、会話が弾んでいた。対面の方が相手の反応を見なが

ら話せるし、発言における心理的なハードルが低いのだと実感した。心理的なハードルが低い方

が、より踏み込んだ話をしようと考えるため、それぞれの人がどのような考えを持っているのか

知ることが出来る。 

この経験からオンラインでは難しい対面ならではのコミュニケーションが取れる場があれば、

私たちの人間関係はこれまで以上に、多様で豊かなものへと広がっていくのではないかと想像し

ている。 

例えば、英会話カフェは、知らない人同士が気軽に言葉を交わせる対面型の場として、会話の

広がりを体験できる貴重な空間である。しかし、実際に私が神戸の英会話カフェを探してみたと

ころ、参加費が高かったり、予約が数週間先まで埋まっていたりと、自分の希望にぴったりと沿

うものを見つけることは簡単ではなかった。このような課題は、英会話カフェに限らず、多くの

人が対面のコミュニケーションの場を探す中で感じていることではないだろうか。そこで、いろ

いろな価値観に触れることのできるコミュニケーションの場を作ることに挑戦したい。価値観は

個人、分野、国のレベルで異なってくるため、様々な人たちが交流できる場所を作りたいと考え

ている。スナックやバーでもコミュニケーションをとることはできるが、すでに多くの日本人に

親しまれている。一方英語を使った交流ができる場は限られており、英語を使うことで日本人以

外の人も集まる確率が高くなる。多様な背景を持つ人と交流することを通して、自分とは異なる

ものを排除するのではなく、異なるものとして受容できるようになるため、他国出身の人とかか



わることは重要である。外国人が集まる場所を作ることは日本人にとってメリットが多いが、外

国人にとっても有意義な居場所にしたい。以前六甲台第 1 キャンパスで留学生に「日本にいるう

ちに何をしたいか」というアンケートをとったところ、「旅行に行きたい」が 14 人、「日本食を

食べたい」が 10 人、「伝統文化に触れたい」が 5 人、その他ボードゲームやカラオケなどのアク

ティビティがしたいと回答した人がいた。また、回答者のほとんどが「新しい人に会いたい」ま

たは「交流を広げたい」と話していた。そこで、例えば日本の有名な料理（寿司やすき焼きなど）

に挑戦する場や、伝統文化（着物や剣道）に触れられる、または単に新しい人と出会う場にする

ことで、価値のある経験を提供することが出来る。 

〇プロジェクトでの取組の内容 

・心理的・経済的なハードルを下げ、誰でも気軽に参加できる英語交流の場を提供する 

・参加者がより広い世界を知り、何か一つ心に残るものを持ち帰ること 

How 

＊いつでも迎え入れてくれる安心 

常にスタッフが常駐することで、参加者が一人にならず、自然に英語での会話が生まれるよ

うにサポート。 

＊気軽に参加できるスタイル 

参加時間、会話相手、飲み物の有無などを各自で選べるようにし、時間的・心理的・金銭的

負担を軽減。 

＊英語を通じて知る世界 

語学力だけでなく、多様な価値観や文化に触れる機会を提供。 

＊何か一つ心に残る経験 

英語で話せた達成感、新たな知識や考え方、挑戦への意欲などを持ち帰る。 

  


